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The way of desktop color control by Photoshop
ろんモニタ上での色評価は、このプリント用制御設定
（調整レイヤー）を外さないと、当然色相にズレを生じ
た色で表示される。あくまでもプリント直前に調整を
加えて、その処理を完了させる。（プリントが完了した
ら再び調整設定を外す）
４　術者は環境要素も考慮に入れる
モニタの場合、自己発光して表示しているので、演
色反応は受けないが、プリントの場合には直接、環境
光が影響する。習慣的に色評価用の蛍光灯5000k～
5500kを使用するが、一般的な環境で色を評価するこ
とを考慮にいれて6500kあたりを推奨する。その上で、
環境光に合わせた設定をする必要がある。モニタの機
能に表記されている色温度設定は、あくまでもカラー
バランスの事で、環境基準光が 6500k だといって、モ
ニタの設定も 6500k にセットするというのは、大きな
間違いである。前章で述べたように、状態が刻々と変
わるモニタが、その役割を果たしているのかが疑問だ
からである。あくまでもニュートラルなグレーを導き
出すために、モニタは絶対色彩感で調整すべきである。
たとえば、6500k あたりの部屋で、白い紙等を参考にし
ながら、色かぶりの感じないモニタ調整をすれば、そ
のモニタは本来の 6500k のモニタとして成立する。幸
いなことに、自己発光するモニタは演色反応が無いの
で、比較的容易である。しかし対比として評価するプ
リントは演色反応を受け、かなりの技術、判断能力を
問われる。また、特にインクジェット方式のプリンタは、
メタメリズム（※）が強く発生するので非常に困難な事
になる。その解決方法は、実際評価される環境で調整
をすることである。たとえば、展覧会会場向けにプリ
ントする場合、作業環境ではなく、実際の紙とプリン
タ（インク）でチャートをプリントし、その会場で評価
する必要がある。なぜなら、モニタの色と、作業環境
のプリントが合っていても、会場にそのプリントを持
ち込むと、演色反応以上の色差が発生するからである。
このようなことから、絶対的な色のネゴシエーション
は不可能であり、術者はかなりの苦戦を強いられるこ
とになる。自分が解決策として良く用いる方法は、公
約数で出力する事である、AとBと 2つの環境光で評価
する場合、お互い歩み寄った中間地点を基準点として
▏
調整する方法だ。これについては流石に答えが無い世
界になるので、術者のセンスに委ねられる。
＊メタメリズムとは、ある環境光で横に並べた二つ
の色が全く同じに見えても、別の環境光に移動させる
と、違った色に見える現象のことである。インクジェ
ットだけではなく、レーザープリンタにもその現象が
見られる。
５　術者としての心得
以上で述べたことを確実にこなせば、デスクトップ
色彩制御が叶う。あとは思うように色をコンピュータ
上で表現すれば良いのである。制御できた上で、表現
者でありたい。制御できないまま、表現するのでは行
き当たりに過ぎない。
１．制御することが目的ではなく、目的のために制御する。
技術者が陥りがちな事であるが、あくまでも方法の
ひとつに過ぎないことを、理解しておく必要がある。
色がキッチリ現物どおり出たとしても、それが正しい
とは限らない。記憶色や期待色があくまでも重要で、
ものづくりにおいて重要なことである。
２．制御された状態を一定に保つ努力をする。
モニタもプリンタもコンディションは刻々と変化す
る。その変化を最小限に抑えるのが術者の責任であり、
また、変化した差をいかに調整するかが術者の重要な
役割でもある。また、どのあたりで調整を止めるかも
要領として身に着けたい。モニタ環境においても、プ
リント環境においても、そのデバイスの癖を理解する
ほど、彼らと仲良くしなければならない。
３． モニタもプリンタも色の表現域に限界があることを知
る。
紙の白より白く印刷は原則できない、インクの黒よ
りも濃い黒も同じである。彩度についても、そのデバ
イスの持ちうる色を越えては表現できない。限界があ
▏
120 名古屋学芸大学メディア造形学部研究紀要2008 Vol.1
るとはいえ、通常のモニタ、プリンタは、かなりの範
囲をカバーしている。最近AdobeRGBが再現できる高
色域モニタや高色域プリンタが登場してきているが、
その彩度の幅よりも、カラーバランス不良や色相のズ
レの方が、はるかに目に付く。色域が広く出るのと、
正確に色が再現されるのでは問題が違う。多少彩度が
鈍くなっても、グレーバランスや色相が正確に出てい
ればかなり整合性がとれるはずである。色彩制御術と
して、術者は余りスペックに頼らない事である。与え
られた環境に術者がどう対応していくかが論点である
からだ。
おわりに
広告活動においても、芸術活動においても、コンピ
ュータで色を扱うには、本来当たり前の技術であると
思うが、実践的に実行できている環境は少ない。また、
フォトショップの調整機能に頼る特殊な環境であるケ
ースも少なくは無い。実際の広告の現場においても充
分対応できる技術だと確信している。データ上、色相
180度の色は確実にシアンとして出る印刷機も存在して
いない。そもそも、色相180度の最大彩度と言う表記
は、通常の印刷環境において無意味な定義であると思
う。シアン100%、マゼンタ0%、イエロー0%、ブラッ
ク0%が純シアンであり、色の角度では表記できないし、
当てはまらない。Lab座標表記にしても、色座標の絶対
値が、その印刷機の（コンディションも含めて）絶対と
は限らないからだ。いずれにしても、カラーチャート
3を印刷すると確実に0度レッド、60度イエロー、120
度グリーン、180度シアン、240度ブルー、300度マゼン
タで、カラーのグレースケールが確実にグレーにプリ
ントアウトしてくれるプリンタが無い限り、永遠に解
決することはないだろう。また、複数のカラーモード
が存在する限り、解決のしようが無いのかもしれない。
そして、あえてカラーマッチング用の機材を例に取り
上げなかったのも、機材に頼るということは、術者が
その機材以上の設定をしないことが原則になってしま
うからである。いくら機材を調整しても、機材ですら
確実性に乏しいからである。機械の目より、人間の目
の方が遥かに厳しく判断できると思うし、四章の後半
で述べた、術者のセンスが、機械には期待できないか
▏
らである。術者は色の「交渉人」であり、環境も含む結
果、（それがたとえ思った色でなくとも）最善をつくせ
ば良い。デスクトップ色彩制御術と題したのも、術と
して行うものであり。経営や機材の導入を促す業者の
立場でないことを理解していただきたい。また、理屈
では色の制御ができているはずでも、極端な偏った色
を印刷すると、その限りではない事も事実である。機
械で調整するにせよ、目で調整するにせよ、予想外の
結果になる事もしばしばみられる。多くは濃い色で、
かつ、彩度の非常に高いデータは、色の「暴れ」が生じ、
僅かなデータの差でも、大きく色が変わる。プリンタ
を含む出力機は、最大彩度を使わず、その限界から僅
かに彩度を減らしたデータ作りが、安定した結果を生
む事につながる事もある。結論を言えば、結局、色を
その最終段階で出力して、評価してみないと判らない、
という事になる。要は、その色の違いを術者が感じ制
御する。その方法は、特殊なソフトウェアやハードウ
ェアを使わない、デスクトップ環境で可能な範囲です
ることが、もっとも簡易で、基本的な制御方法なので
はないだろうか。
